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協会の活動展開

定款の目的を変更

これを踏まえ、改めて宣言します

（一社）農業土木事業協会は 食料安全保
障の確保など新たな食料・農業・農村基本
法の理念を実現するため 会員企業の総
力を結集し 農業農村整備事業に関する
技術の向上及び普及に一層取り組んで参り
ます

宣言

〇�　令和８年６月 11 日、（一社）農業土木事業協会は定時総会を開催し、当協会の目的を以
下のとおり変更しました。

〇�　国土強靭化基本法の改正（令和５年６月）、食料・農業・農村基本法の改正（令和６年６月）
等を踏まえ、農業農村整備事業に関する技術の向上及び普及がより直接的に貢献する対象
として、国家戦略に位置付けられました食料安全保障の確保等を明確化しました。

新（変更後） 旧（変更前）

第3条　本会は、農業農村整備事業に関する
技術の向上及び普及を図り、もって食料安全
保障の確保、農業の持続的発展、農村の振興、
国土強靭化等に資することを目的とする。

第3条　本会は、農業土木事業に関する技術
の向上及び普及を図り、もって資源の総合的
な開発及び国民経済の発展に寄与することを
目的とする。

【（一社）農業土木事業協会　定款】


